
　　　　

令和 7 年 2 月 26 日

9 時 15 分から 14 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 新潟県はまぐみ小児療育センター（児童発達支援センター（旧医療型）） 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 基本的人権や個人の尊厳を尊重した、利用児（者）主体のサービスを提供する

支援方針
・利用者を権利の主体と位置づけ、常に利用者の最善の利益に配慮した援助を行う
　（１）基本的人権の尊重（２）プライバシーの尊重（３）個別ニーズの把握（４）客観的に妥当性のある援助（５）社会への参加と交流（６）専門職員としての資質の向上
・親子通園を通して、保育活動、リハビリテーション、健康管理に給食を含めた一体的で総合的な療育を提供する

営業時間 送迎実施の有無

支　援　の　ね　ら　い 支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活リズムの形成
・基本的生活スキルの獲得

・登所時に健康確認や個別リハビリテーション前の診察を行い、安心して様々な活動ができるよう支援します。
・睡眠、食事、排泄等の基本的な生活習慣を形成し、健康状態の維持改善に必要なリズムを身につけられるよう支援します。
・季節の行事や毎月のプログラムに沿って遊びを通じた学びが促進されるよう、プログラムを工夫します。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
・身体の移動能力の向上
・感覚の活用や、感覚の補助及び代行手段の
　活用

・様々な補装具などの補助的手段を活用しながら、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の改善及び
　移動能力の向上を支援します。
・こどもの障がい状態や発達段階に応じて、リハビリテーション（理学療法、作業療法、言語聴覚療法、摂食機能療法）を行います。
・障がいの程度や発達段階、興味関心に応じて、感覚の活用を行えるよう遊び等を通じて支援します。

・認知特性についての理解と対応
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動
  の習得

・障がいの程度や発達段階、興味関心に応じて、遊びや体験の中で視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用できるよう支援します。
・物の機能や属性、形、色、音、大小、数、重さ、空間、時間等への気づきを促し、概念として形成できるよう支援します。

・コミュニケーションの基本的能力の獲得
・人との相互作用によるコミュニケーション
　能力の獲得

・障がいの程度や興味関心に応じて、言葉によるコミュニケーションだけでなく表情や身振り、サイン、各種の機器を用いて意志の伝
　達ができるよう支援します。
・大人やお友達とのやりとりを通じて、伝わる楽しさや相手の意図をくみ取る経験を積むことでコミュニケーション能力が向上するよ
　う支援します。

・アタッチメント（愛着）の形成と安定
・遊びを通じた社会性の獲得
・自己理解と行動の調整
・仲間づくりと集団への参加

・基本的な信頼感を持つことができるよう、親子の触れ合いを通じて環境や人、自分に対する信頼感を育む支援を行います。
・遊びを通じて、大人やお友達の動きに興味関心を持ち、関わりを持てるよう支援します。
・大人を介して自分のできることや苦手なことなどを理解し、気持ちに折り合いがつけらえるよう支援します。
・集団での活動を通じて、お友達への関心や社会性を育てます。

家族支援
こどもの健康に関することや遊び、就学についてなどの保護者学習会を実施しま
す。また、利用児だけでなく家族の困りごとや心配事などがある場合は相談に応
じるとともに、必要な時は適切な相談先につなぎます。

移行支援
こども園等への移行や就学に際して、園訪問や支援者会議を通じて利用児
の状況を共有し、スムースな移行ができるよう支援します。

地域支援・地域連携
併用しているこども園等を訪問して情報共有を図ったり、個別の支援者会議に参
加するなど、地域の関係機関と連携しながら、より充実した生活を送ることがで
きるように取り組みます。

職員の質の向上

児童発達支援管理責任者に関する研修（基礎研修、更新研修）、各種勉強
会、研修へ参加し、自己研鑽に努めます。
年１回事業所自己評価を行うとともに、保護者評価を受けて改善を図り、
サービスの向上に努めます。

主な行事等

・開所式（4月）、プール（7～8月）、遠足、ハロウィンパーティー（10月）、クリスマス会（12月）、卒園式（3月）
・七夕、お月見、きもだめし、いもほり、書き初め、お正月遊び、豆まき、ひな祭りなど季節に合わせた活動の他、誕生会、戸外保育（散歩）、エアトランポリン、サーキット、
　ボーリング、ボッチャ、制作、足湯、ブラックシアター、ミュージック・ケア、スヌーズレン等を行います。
・利用児、保護者、主治医、リハビリ職員、通所職員で発達支援の方針について話し合い、方向性を確認する総合診察を年2回実施します。


